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桑折町文化祭

ふれる笑顔　文化交流の輪あ
　第48回桑折町文化祭が 10月28日、29日の 2日間、町民
体育館とイコーゼで開かれ、町内外から約1200人が訪れま
した。今年のテーマは、「あふれる笑顔　文化交流の輪」。前
年度より参加団体が増え、新型コロナウイルスの影響で見合
わせていたお楽しみ抽選会も再開し、会場は喜びを分かち合
う笑顔で満ちていました。
　体育館では、子どもから大人まで、多くの地域住民が手掛
けた絵画や書道、写真などが一堂に展示。一つ一つ丁寧に作
られたことがうかがえる手工芸や、町内の幼稚園児や小中学
生が手掛けた力作が並び、来場者は足を止め、こだわりや個
性をじっくり感じ取っていました。イコーゼでは、約16団
体が歌やダンス、合奏など、日ごろの活動成果を発表。観客
席からは自然と声援や手拍子が沸き起こり、あたたかい雰囲
気の中、会場は熱気に包まれました。

1_ オリジナル曲で、よさこい躍動　2_ 可愛
らしいダンスで、観客の心を釘づけに　3_ 作
品と一緒に記念撮影　4_ 優雅でしなやかなフ
ラ披露　5_ 感性光る着物展示　6_ 町特産品
が当たる抽選会　7_ 会場を沸かせる社交ダン
ス　8_ 個性あふれる作品がずらり
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防災標語コンクール表彰式

文字に託す防災意識17
　桑折地区住民自治協議会主催による「防災・自然災害」をテーマと
した標語コンクールの表彰式が 10月30日、醸芳小学校で行われました。
　標語コンクールは、同校の子どもたちの防災や交通安全に対する意
識向上を図るため、平成22年から毎年夏休みの宿題として実施して
います。今回の表彰式では、応募総数88作品の中から優秀作品に選
ばれた 5、6年生の児童16人に、工藤信悦会長より賞状が手渡されま
した。優秀作品は、立て看板として地域内の道路脇に掲げ、地域の皆
さんの防災意識向上に役立てられます。

▲ 防災意識向上を図る標語を作り、見事優秀
作品に選ばれた皆さん

防災標語  優秀賞

備えよう　地震がきても　いいように
備えよう　明日くるかも　大災害
普段から　ハザードマップ　確認だ
おちついて　地震のときは　あわてずに
ふだんから　かくにんしよう　ひなんばしょ
非常食　自然災害に　効果あり
持ち物は　命でいいよ　すぐひなん

「見てくるよ」　見にいかないで　安全を
準備しよう　避難のための　防災具
見に行こう　そんな言葉が　命とり
身のきけん　いっしょに避難　助け合い
話し合おう　ひなん経路や　ひなん場所
気を付けて　湿度も注意　熱中症
災害が　来ても安心　備えあり
あせらずに　声かけ合おう　災害時
備えよう　自然災害　みんなでね
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追分長寿会「花植えボランティア活動」

の玄関に彩りを町

クリーンアップ作戦

れいな町、きれいな阿武隈川を目指してき
　11月1日の「阿武隈川の日」にちなんで、各町内会や町内の事業所
でクリーンアップ作戦を行いました。
　この活動は、阿武隈川流域にある 22の自治体が年1回、各町内会や
事業所などの協力のもと実施しており、今年は 10月29日を中心に行
われました。道路や河川敷、水路などに投棄された、空き缶や廃ビニー
ルなどの回収、雑木・雑草の刈り払いや側溝の土砂上げなどが行われ、
2,500人以上の町民の皆さんが環境美化に取り組みました。きれいな町、
きれいな阿武隈川を目指して、今後も継続的に実施していきます。

▲ 早朝の河川敷で行うゴミ拾いの様子。地域
の皆さん一丸となって環境美化に努めます

　追分長寿会による花植えボランティア活動が 11月8日、JR 桑折駅
前で行われ、色とりどりの花々が駅前を鮮やかに彩りました。
　肌寒くも秋晴れの陽光に、季節の移ろいを感じる天候の中、当日参
加した 14人の会員の皆さんが、パンジーとビオラ約500本を花壇へ
植栽。風になびく可憐な花々が駅利用者や通行人を出迎え、楽しませ
ます。
　追分長寿会の安藤重男会長は「春に向けて、人々の心の癒しになれ
ば」と話しました。

▲ 花を植える会員の皆さん。駅前に足を運ぶ
際は、ぜひご覧ください
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